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研究会だより
第42回岡山実填動物研究会
平成 13年 11月 30日 (金)午後 1時から5時
までまきび会館で岡山県産業振興財団の後援で開
催された｡
賛助会見による講演は ｢弊社業務内容案内｣と
越 してハムリー㈱の菅野史朗氏が講演された｡こ
の司会は倉林譲先生 (岡山大 ･医学部)が担当さ
れた｡
引き続いて､特別講演 (1)に移った｡特別講演
1は ｢細胞死 (アポ トーシス)のシグナル伝達機
構と生体における役割｣と題 して京都大学ウイル
ス研究所の酒巻和弘先生が講演された｡この司会
は浅田伸彦先生 (岡山理科大 ･理学部)が担当さ
れた｡
休憩を取った後､事務局から会務報告があった｡
(9平成 13年度の研究会の活動としては.2回
の研究会 (第 41回､第 42回)の開催､第 18号
の会報の発行､常務理事会 ･理事会の開催 (各 2
回)､その他､祝電 (静岡実験動物研究会､創立
30周記念大会)を行ったこと｡②第 4,1【司研究会
は 6月 22日 (金)､㈱林原生物化学研究所 ･藤
崎研究所の栗本雅司所長のお世話で藤崎研究所で
開催され､さらに研究所の見学会が行われたこと､
第 42回研究会は本日 (11月 30日)､まきび会館
で行われていること｡③第 18号会報は 9月に発
行され､10月に会員に配布されたこと｡④平成
13 年 度 の会計収支 中間報告 と して .収入が
773,207円､支出が 262,657円､残高が 510,550
円であること｡⑤平成 14年度の活動計画として,
第 43回､第 44回研究会の開催,第 19号会報の
発行､役員の選任､常務理事全 く3回)･理事会
(2 回)の開催を予定していること､第 43回研
究会 (会員持ち回 り)は来年 6月頃重井医学研
究所で引き受けていただくことになった､などで
あった｡
会務報告後､直ちに特別講演 (2)に移った｡特
別講演 2は ｢がんと免疫｣と題 して中山香-先
坐 (岡山大大学院医歯学総合研究科)が講演され
た｡ この司会は大森牽先生 (岡山大 ･工学部)が
担当された｡
鷲肋会員による講演
弊社業務内容案内
菅野史朗
ハムリー株式会社 営業部
1.検疫業務
当社で販売するカニクイザル､アカゲザルをは
じめとした霊長類は､31日間の法定検疫はもち
ろんのこと､その後 11日間の延長期間を設けた
自主検疫をしてお ります｡法定検疫はエボラウイ
ルス ･マールブルグウイルスの2つの疾病を対象
としています｡検疫期間中の検査方法は症状観察
のみとな りました｡当社は事前に法定検疫期間中
から自主検査の申請をし､従来検査されてきた赤
痢菌 ･サルモネラ菌 ･結核菌 ･Bウイルス抗体に
ついて当社の標準検査項目として行っております｡
その他､腸管内寄生虫やウイルス抗体はユーザー
の要望に応 じてオプション検査にて実施 していま
す｡
2.実験動物販売
当社は法定検疫 ･自主検疫を通過した動物のみ
を販売してお ります｡販売している動物種はカニ
クイザル､アカゲザル､リスザル等の霊長類､ビ
ーグルやウサギ､ラット､マウスに至るまでの実
験動物全般について扱っております｡
3.施設レンタル
動物を使った各種広範囲の試験にユーザーの目
的に合わせて使用 していただけるように配慮 した
施設です｡また､当社にはPⅢの施設もあり高度
な試験にも対応できるようになってお ります｡
4.委託飼育
当社ではお客様から動物をお預かりし､飼育す
る業務があります｡毎月一度健康状態や体重測定
の記録を随時ご報告しています｡また､異常動物
についても随時 ご報告し､異常が認められた場合
はお客様とご相談の上対処します｡
5.委託試験
当社でサル類､イヌ及び小動物を用いた薬物動
態 ･薬物代謝試験を委託しています｡また､サル
の施設やサルをお持ちでないお客のために動物の
レンタルもいたしております｡
6.生材料販売
当社ではサル類やピーグル等の血液や血清及び
血祭を販売いたしております｡迅速に氷冷または
凍結状態でお届けします｡
7.実験用器材
当社では飼育用ケージ､代謝用ケ←ジ等のケー
ジや自動給餌器などの実験用器材を扱ってお りま
す｡お客様のご依頼により､様々なものをご提案､
ご提供させていただきます｡
特別講演(1)
細胞死(7ポ トーシス)のシグナル伝達機構と生体
における役割
41
酒巻和弘
京都大学大学院生命科学研究科
細胞死(アポ トーシス)は､高等生物の発生過程
における形態形成 ･恒常性維持 ･免疫系を含めた
生体防御 ･或いは老化な どに深く関与 してお り,
生体にとって必要不可欠な生命現象である｡ヒト
ではアポ トーシスの制御機構が異常になると､ア
ポ トーシスの促進化による免疫不全や神経変性疾
患等が発症し.抑制化が起きると自己免疫疾患や
唐等の重病を引き起 こす ことになる｡ このためア
ポ トーシスの制御機構は､非常に精密且つ複雑に
調節されている｡アポ トーシスの誘導には､サイ
トカイン ･抗原 ･ウイルス ･薬剤 ･放射線 ･活性
酸素な ど多種多様な因子が関わっているのに対 し､
アポ ト-シスの実行段階では､カスパーゼと称す
る一連のシステイ ン･プロテアーゼが実行因子 と
して中心的な役割を担っている｡つまり､アポ ト
ー シスの誘導シグナルがカスバ-ゼ カースケー ド
に伝えられ､カスバ-ゼが活性化 して種々の蛋白
質を切断する｡この不可逆的な反応が細胞を死に
至 らしめるのである｡これまでに､輔乳類では 14
種類のカスバ-ゼが同定されているが､そのうち
アポ トーシスのシグナル伝達にはカスバ-ゼ 8･
カスバ-ゼ 9･カスバ-ゼ 10が initiator分子と
して､その下流の effector分子としてカスパー
ゼ 3･カスパーゼ 6･カスバ-ゼ 7が関与するこ
とが明らかとなっている｡
サイ トカンである TNFや Fasリガンドが細胞
表面にあるそれぞれのレセプターに結合すると､
アポ トーシス誘導シグナルが細胞に伝わ り,細胞
は数時間後 には消滅 して しまう｡カスパーゼ 8
は､これ らレセプター(デスレセプターと総称)が
活性化されて細胞内にアポ トーシス誘導シグナル
を伝えるために最初に関わる分子である｡アポ ト
ーシスの刺激が入ると､アダプター分子 FADD
を介 してカスバ-ゼ 8 はレセプターに結合 し複
合体 を形成する｡その中でカスバ-ゼ 8は活性
型に変換 し細胞質へと移動する｡そ して､efector
分子であるカスパーゼ 3やカスパーゼ 7を切断
し活性化する｡
さらに活性化されたカスバ-ゼ 3やカスバ-ゼ
7が 100種類を超える基質蛋白質を切断するため
に､細胞が生きる能力を失 うことになる｡このよ
うに､カスバ-ゼ 8 は､ レセプターを介 したア
ポ トーシス誘導シグナル伝達には必須な分子であ
る｡
しか しなが ら､カスパーゼ 8の生体における
役割については,研究が進んでおらず不明な点が
多い｡そのため､我々はカスパーゼ 8の遺伝子
欠損マウスを作製し.生体においてどのような影
響が認められるか調べた｡予想外なことに､カス
パーゼ 8が機能 しな くなると仔は生まれずに胎
児の時期に臓器形成異常のため死亡することが判
明 した｡ このことは､カスバ-ゼ 8が腫発生期
に何 らかの役割 を果た していること､胚発生に必
要な分子であることを示唆する｡またカスパーゼ
8はデス レセプターか らのアポ トーシス誘導シグ
ナルを伝達する上で鍵 となる分子であるが､我々
の研究によりFasや TNFレセプターばか りでな
く TRAILレセプターか らのアポ トーシス誘導に
も関与することが新たに判った｡本研究会では,
最近の知見と我々の解析結果を交えて､カスバ-
ゼ 8のアポ トー シス シグナル伝達分子 としての
横能と生体における役割を中心に報告 したい｡ま
たさらにカスパーゼ 8は種を越えて魚類か ら晴
乳類まで構造とその機能が保存されていることも
判明 したので､カスバ-ゼ 8を介す るアポ トー
シスの生物学的意義 についても考察 したい｡
特別構漬(2)
がんと免疫
中山香-
岡山大学大学院医歯学総合研究科 免疫学
生体の免疫系ががんを異物として認識 し､免疫
反応を起 こすかどうかについては長 い間論議があ
った｡1991年,ベルギーの Boonらが悪性黒色
腫 細 胞 を 認 識 破 壊 す る 細 胞 傷 害 性 T細 胞
(cytotoxicTlymphocytes､CTL)が抗原として認
識する分子を cDNA ライブラリーの発現クロー
ニング法を用いてはじめて同定し,がん抗原の存
在が分子 レベルで明 らかになった｡ この抗原は
MAGE･3と名付 け られたが､正常組織 では精巣
にのみ発現し､がん組織では種々の組織 由来のが
んにさまざまな頻度で発現することがわかった｡
このような CTL認識抗原の解析によって BAGE､
GAGEなど MAGEと同じ種類の抗原､そして､
さらにいくつかの新 しい種類の抗原が発見された｡
これ らは､正常に発現する分化抗原､正常に存在
するが､がんで過剰 に発現する分子､変異を起 こ
した分子､スプライ シング異常､ウイルス関連抗
原などに分類される｡1995年､Pfreundshuhら
が SEREX法を開発 し､がん患者の産生する抗体
が認識する抗原 も比較的容易に解析が可能になっ
た｡抗体が認識するがん抗原は既に数千種類デー
タベースに登録 されているがそのほとんどが正常
組織にも存在する分子である｡がんに比較的に特
異的に発現する分子は､上に挙げた 6種類の CTL
が認識するがん抗原分子の種類と同様に分類され
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る｡
正常成体組織では精巣にしか発現 しないが､が
んでは､種々の組織由来のがんにさまざまな割合
で発現する抗原は､cancer/testis(CT)抗原 と呼ば
れている｡CT抗原は,このような特徴的な組織
発現を示す ことか ら､がん免疫療法に用いるがん
ワクチ ンとして最 も期待 される分子 である｡CT
抗原は.現在までに 11種類知 られている｡ この
うち NY･ESO-1抗原は､悪性黒色腫その他種々
のがんに発現 し,抗原性が強 く,臨床試験の結果
が期待される｡われわれは､SEREX法を用いて､
マウス線維肉腫 MetlAの CT抗原 OY･MS･4を
同定 した｡解析の結果､OY･MS･4はマウス胎盤 ･
胎児遺伝子(pen)であることが明 らか となった｡
さらに､マウス pem のヒトホモログ遺伝子を得
る目的で,pem関連の配列を用いて PCRを行い､
新 しいヒ ト遺伝子を同定 した｡遺伝子配列を決定
した ところ､ これは､pem とは関係がな く､ ヒ
トプロアクロシン結合蛋白質 8P32の前駆体であ
ることが明らかになった｡ この遺伝子は勝朕癌､
乳唐､肺藩､大腸癌で種々の頻度で発現 していた
が,胃癌､腎癌 には発現が認められなかった｡ま
た､362人のがん患者の血清をOY-TES･1のリン
コンビナン ト蛋 白を用 いて検討 した ところ､25
人の患者に抗休の存在が認められた｡ これ らのこ
とか ら､OY･TES･1は抗原性が強 い新 しい CT抗
原であり.がん免疫療法のワクチ ンとして有望で
ある｡
第 43回岡山臭故動物研究会
平成 14年 6月 7日 (金)午後 1時 30分から
午後 5時まで重井医学研究所の内藤一郎先生の
お世話で当研究所を会場にして､開催された｡
は じめに､会長の倉林譲先生 (岡山大 ･医学部)
か ら開会の挨拶があり､その後､一般講演 に移っ
た｡一般講演(1)は ｢WS4マウスにおけるエン ド
セ リンBレセプター遺伝子の解析｣と題 して大谷
某氏 ら (岡山大 ･大学院自然科学研究科､埼玉県
立がんセンター研究所)が講演 された｡ この司会
は内藤一郎先生 (垂井医学研究所)が担当された｡
一般講演 (2)は ｢マウスの皮膚反応 におけるヒス
タミン H3受容体の関与｣と題 してホッセン ･マ
リア女史 ら (岡山大 ･薬学部 ･薬物学教室)が講
演 された｡ この司会は大森粛先生 (岡山大 ･工学
部)が担 当された｡一般講演 (3)は ｢フタホシコ
オ ロギのフェノール酸化酵素の性状｣ と括 しての
浅田伸彦先生 ら (岡山理科大 ･理学部､徳島大 ･
工学部)が講演された｡この司会は見尾光庸先生
(岡山大 ･薬学部)が担当された｡一般講演に引
き続いて､賛助会員による講演に移った｡ この講
演は ｢株式会社ナルクのピーグル生産事業 ･実験
動物受託飼育事業の概要｣と越 して橋本匡司民 ら
(㈱ナルク､ 日本農産工㈱)が講演された｡ この
司会は倉林譲先生が担当された｡
休憩を取った後､事務局か ら会務報告があった｡
①平成 13年度の研究会の活動について､②平成
13年度の会計収支決算報告について､③平成 14
年度の研究会の活動計画について､④第 19号会
報の編集 ･発行について､であった｡平成 13年
度の会計収支決算報告として､収入 994,007円､
支出 423,187円､残高 570,820円であ り､5月 28
日に会計監査を受けていること､平成 14年度の
研究会の活動計画 として,第 44回研究会 (創立
20周年記念大会)は 11月下旬に公共施設で行 う
こと､第 19号会報は 9月に発行を予定 している
こと､などであった｡
会務報告後,直ちに特別講演に移った｡
特別講演は ｢今 日の生殖医療の現状と問題点｣
と題 して沖津摂先生 ･三宅馨先生 (三宅医院 ⅠvF
センター)が講演 された｡この司会は沖垣達先生
(垂井医学研究所 ･名蕃所長)が担当された｡特
別講演終了後､医療法人別和会の御配慮によ り当
研究所内で懇親会が持たれた｡内藤一郎先生の司
会で会が進め られ､会長の倉林譲先生のご挨拶の
後､垂井附属病院長 (兼重井医学研究所長)の大
森浩之先生か ら歓迎のご挨拶をいただき､重井医
学研究所名著所長の沖垣達先生から今回の特別講
演を企画された経緯を含めたご挨拶をいただいた｡
講師の先生と参会された会員相互の親睦を深める
ことができた｡
一般講浪(I)
WS4マウスにおけるエン ドセ リンBレセプター
遺伝子の解析
大谷 真 1)､新海雄介 1)､松島芳文 2)､
橘 正芳 2)､国枝哲夫 1)
1)岡山大学 自然科学研究科､2)埼玉県がんセ ンタ
ー研究所
【目的】 ヒ ト waardenburg症候群 type4(WS4)
は ､ 毛 や 皮 膚 な ど の 色 素 異 常 や 難 聴 及 び
Hirschsprung病 (巨大結腸症)様の臨床症状を
示す｡Hirscbsprung病は下部消化官における神
経節細胞の欠損 により先天的腸閉塞を引き起 こす
疾患で,新生児 5000人に 1人とその発生頻度は
高い｡腸管神経節細胞と色素細胞はともに神経節
由来の細胞で あ り､エン ドセ リンBレセプター
(EdDZ,b)遺伝子 ノックアウ トマウスの作製及び突
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然変異マウスの解析により Ednrb神経堤細胞の
発生 ･分化に深く関与し､その機能欠損により白
斑や巨大結腸症を引き起こすことが報告されてい
る｡
ws4マウスは､埼玉県立がんセ ンターで維持
している BALB/C､日本産野生マウスであるMSM
に由来する個体内に出現し､難聴と白班及び巨大
結腸の特徴を持つマウスである｡これらの表現型
か ら WS4マウスは､EdDZ･bの機能異常に起因し
ていることが推測され､WS4のモデルマウスと
して有用であると考えられることから WS4マウ
スの EdDrbの解析を行った｡
【材料 と方法】BALB/C､MSM､WS4マウスの
腎臓及び脳か ら定法によ り､RNA を抽出し､
RT･PCR法で cDNA を合成した｡更にこの PCR
産物をクローニングし塩基配列の決定を行った｡
次 に WS4マウスの肝臓か ら定法 によ りゲノム
DNAの塩基配列をもとに WS4マウスの DNAを
抽出した｡マウスのゲノム DNA の塩基配列をも
とに WS4マウスの EdDrbのイントロン 1上及び
イン トロン3上に 300-500bpぐらいの断片が増
幅できるようにプライマーを設定し PCR法によ
る増幅の有無から欠失額域を推定した｡その結果
をもとに､欠失額域を挟むプライマーを用いて
pcR産物をクローニングすることで欠失錬域を
正確に特定した｡
【結果】ws4マウスでは､EdDrbの cDNAの 57
錦城で正常個体より短い PCR産物が得られ､そ
の塩基配列を解析 した結果､Ednz･bの 7つエク
ソンのうちエクソン 2 とエクソン 3が欠失して
いることが明らかとなった｡この欠失よりEdnz･b
にコー ドされる G タンパク連結型受容体の第 3
-4番 目の貫通錦城において 106のアミノ酸が
欠失 していることが明らかとなった｡更に Ednz･b
のゲノム DNA について特定した欠失部位におい
て塩基配列の決定を行った結果､イ ン トロン 1
の 3-額域 か らエ クソン 3の 5-鏡 域 にかけて
598bpが欠失していることが明らかとなった｡従
って WS4の表現型の原因は､EdnL･bにおける
598bpが欠失に起因していることが明らかとなっ
た｡
一般講演 (2)
マウスの皮膚反応におけるヒスタミン H3受容体
の関与
ホツセン ･マリア､杉本幸雄､亀井千晃
岡山大学薬学部薬物学教室
【目的】ヒスタミン H3受容体は､中枢シナプス
前膜に存在し､オー トレセプターとしてヒスタミ
ンの合成ならびに遊離を調節している｡最近の研
究で､H3受容体は､睡眠一覚醒､てんかんおよ
び炎症の反応に関与 していることが報告されてい
る｡しかし､H3受容体作用薬とア トピー性皮膚
炎､特に痔みとの関連について検討した報告は少
ない｡従って､今回 H3受容体作用薬および括抗
薬を用いて､皮膚反応における H3受容体の関与
について検討 した｡
【実験方法な らびに結果】実験には､6･10適齢
の雌性肥満細胞欠損マウス (WBB6FIW/W ) お
よびその野生型マウス(WBB6Fl+/+)を用いた｡
引っ掻き行動は Kuraishiらの方法に従い､薬物
投与部位である吻側背部の両後肢による引っ掻き
行動を 60分間測定 した｡皮膚の血管透過性克進
反応の評価には､マウスの尾静脈内にエバンス ･
ブルー溶液を投与 した直後に､吻側背部に薬物を
皮内投与した｡30分後にマウスを致死させ､背
部皮膚を剥離 し色素斑の長径および短径を測定し
た｡
H3受容体作用薬および H3受容体括抗薬をマ
ウスの吻側背部 に皮内投与 した｡その結果､H3
受容体作用薬は肥満細胞欠損マウスおよびその野
生型マウスにおいて有意な引っ掻き行動および血
管透過性克進反応 を示さなかった｡一方､H3受
容体括抗薬の皮内投与によって､いずれのマウス
においても用量依存的で有意な引っ掻き行動およ
び血管透過性克進反応が誘発された｡H3受容体
括抗薬による引っ掻き行動は､肥満細胞欠損マウ
スにおいても野生型マウスと同程度認められた｡
一方､肥満細胞欠損マウスの血管透過性尤進反応
は､野生型マウスと比較して有意に弱かった｡Hl
受容体括抗薬は､H3受容体括抗薬誘発引っ掻き
行動を完全には抑制 しなかった｡一方､H3受容
体括抗薬によ り誘発された血管透過性尤進反応は､
Hl受容体括抗薬の投与で抑制された｡以上の成
績より､H3受容体は皮膚反応において調節的な
役割を果たしていることが明らかとなった｡
一披講浪(3)
フタホシコオロギのフェノール龍化辞素の性状
浅田伸彦 1)､横山元太 1)､帆足梨栄 1)
武田美樹 1)､野地澄晴 2)
l)岡山理科大学理学部,2)徳島大学工学部
昆虫の色は様々で､体表はクチクラで被われて
いる｡その様な現象に関与する酵素にフェノール
酸化酵素が有る｡本酵素はカテコール､カテコー
ルアミンを基質としてメラニン生成を触媒とする
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銅酵素であり､ショウジョウバエなどの完全変態
昆虫の体内では前駆体 して存在する｡この度､不
完 全 変 態 昆 虫 の フタホ シ コ オ ロギ (Gz･yllus
bl'n2aCulatus)のフェノール酸化酵素の性状を知
る目的で予備的実験を行った｡本種は亜熱帯性で,
日本国内では沖縄地方に分布 している｡1年中繁
殖が可能なので入手は容易である｡
実験にはフタホシコオロギを 29℃で飼育し､
最終齢個体を用いた｡約 100個体を低温 (0-
4℃)下で解剖して腹部から体液を採取し､遠心
分離 (16,000rpm､4℃､ 5min)した後の上澄
みを intact(未精製)な酵素標品とした｡先ず体液
フェノール酸化酵素は体内では前駆体であるか否
かを調べた｡標晶 2001?に､コオロギからは未
だ調製されていないので､キイロショウジョウバ
エ(Dz･osophL'1amelaDOgaSteL･)の活性系 AMM･1
(分子量約 28.5kDa)を等量加えて氷上で 30分
間維持 した｡維持後､500u7､10mM チロシン
または ドーパ (各 pH6.0)を基質として 30℃､10
分間保温後､クレット分光光度計で ドーパクロム
の生成量を 420nm の吸光度で測定した｡その結
果､酵素標晶に活性系を加えた場合のみに活性が
検出されたので､コオロギ体液のフェノール酸化
酵素は体内では不活性な前駆体 として存在し､活
性化系に依って活性化反応を呈すると推定された｡
キイロショウジョウバエの AMM-1は トリプシン
タイプのセリンプロテアーゼであるので､コオロ
ギのフェノール酸化酵素前駆体は､体内()'DVJ'vo)
ではタンパク質の限定分解(limitedproteolysis)
依って不可逆的に活性化されると思われる｡
コオロギのフェノール酸化酵素は体内では前駆
体 として存在すると推定されたので､前駆体 を
50%アルコール､特に 2･プロパ ノール､で上述
の方法で活性化させた後､活性測定した｡その結
果 AMM･1の場合と同様に前駆体は活性化され､
最終活性値は AMM･1を用いた場合よりも約2倍
高かった｡前駆体を AMM-1で活性化後は活性化
型榛晶を透析しても変化しなかったが､アルコー
ルで活性化させた後の標品を透析すると､活性を
示さないことから､本種の酵素前駆体は､体外 ()'D
vJ'tz･o) で は タ ンパ ク質 の 限 定 分 解 (limited
proteolysis)依って不可逆的に活性化されると思
われる｡
コオロギのフェノール酸化酵素は体内では前駆
体 として存在すると推定されたので､前駆体 を
50%アルコール､特に 2･プロパ ノールで上述の
方法で活性化させた後､活性測定した｡その結果
AMM･1の場合と同様に前駆体は活性化され､最
終活性値は AMM･1を用いた場合よりも約 2倍高
かった｡前駆体を AMM･1で活性化後は活性化後
は活性化型標晶を透析しても変化 しなかったが,
アルコールで活性化させた後の標品を透析すると､
活性を示さないことから､本種の酵素前駆体は,
体外(1'n vl'tro)では限定分解のみな らず､タンパ
ク 質 高 次 構 造 の 形 状 変 化 (conformational
change)に依 り可逆的に活性化されると思われる｡
活性化型フェノール酸化酵素の基質特異性を調
べる目的で､数種のカテコール､カテコールアミ
ンを用いて上述の方法で酵素活性を測定した｡そ
の結果､用いた中ではモノフェノールよ りもジフ
ェノールの場合､また ドーパミンの場合が最大値
を示し､フタホシコオロギ体液のフェノール酸化
酵素前駆体型はチロシナーゼ型であると推定され
た｡
最後に.徳島大学工学部井上淑子博士にはお世
話になった｡記して感謝したい｡
賛助会員による講演
株式会社ナルクの ど-ゲル生産事業 ･実験動物
受託飼育事業の概要
○ 橋本匡司 1､桜田新- 1､大岩一雄 1､丸山
みゆき 1､佐藤尚行 2,山崎幸弘 2､大島誠之助 1
(1株式会社ナルク､2日本農産工業株式会社)
株式会社ナルクでは昭和 63年の設立以来､良
質な実験動物用イヌの トップブリーダーとして､
現在年間約 3600頭あまりの実験動物用 ビーグル
等を生産供給 してお ります｡また､昨年 ｢成田ラ
ボ｣を開設 し.マウス ･ラットをはじめ､ミニブ
タなどの各種実験動物の受託飼育事業を開始いた
しました｡
ビーグルは新薬開発の場における安全性試験､
薬理試験のみならず.医療用具の開発や､臓器移
植の研究などさまざまな分野で利用されてお りま
すが､我社では､それらの用途に合わせたビーグ
ルを供給すべく､それぞれに応じた厳 しい選定基
準､品質管理と､血液､体重曲線､臓器重量等の
さまざまなバックグランドデータの整備や種犬の
血統管理などを行っております｡また､共同研究
を積極的に行うなど技術面から問題の解決に努め､
それらのデータを積極的に実験動物技術者協会総
会をはじめとする学会 ･研究会等で発表 し､ナル
ク 1社のみならず､業界全体の活性化に尽 くし
て まい りま した｡更 に､業界 としては じめて
ISO14001の認証を取得し､地球環境に配慮 した
動物生産を実践しているとともに､現在 ISO9001
の認証取得に向け取 り組んでおります｡
各種実験動物の受託事業は､近年､遺伝子改変
動物が多数作出されさまざまな試験が実施されて
いるなか,それらの動物を海外から輸入した場合
･15
の検疫スペースや系統の維持､試験に必要な匹数
に増産するスペースを各研究施設で確保すること
は困難な場合が多くなっている状況を踏まえ､こ
れまでビーグル生産で培ってきた我社の実験動物
に対する取り組みを生かしつつ､需要にこたえる
ぺく平成 13年 3月に成田ラボを開設いたしまし
た｡
現在､成田ラボでは,マウス ･ラットの預か り
飼育として､ビニールアイソレータとバリア施設
を使用し､成田空港に近いという立地を生かした
海外からの導入動物の一時預か り､検疫および帝
王切開あるいは腫移植による SPF化を積極的に
展開し､日本と微生物統御基準の違う海外か らの
導入動物を､お客様の施設の基準に適合した SPF
動物にして納品しております｡また､導入動物の
増産や受託試験､あるいは試験終了後の動物の系
統維持､2種類の KOマウスを交配しダブル Ⅹ0
マウスを作出するなど､さまざまなご要望にお答
えしてお ります｡
更に､これまで防疫上の理由からイヌ生産場で
は試料を持ち込んでの試験や､外部からのイヌの
持ち込みはできない､あるいは制限されてきまし
たが,生産場から切 り離した立地のラボを持つこ
とにより,ワクチンなどウイルス排滑を伴う受託
試験や外科的処置を施したイヌの一時預かり飼育
の要望にお答えができるようになり､すでにご好
評を頂いております｡
その他にも最近注目を集めているミニプクの預
かり飼育やウサギ ･ヒヨコなどまで､各種実験動
物の預か り飼育など広範囲にわたっての動物を使
用した実験のサポー トを展開しつつ､ホームペー
ジ(http:/www.narc.co.jp)や電子メールを活用す
ることにより､お問い合わせ窓口の充実､リアル
タイムでキメの細かいサービスのご提供に努めて
おります｡
また､今後は Tgや Ⅹ0動物の作製事業を日本
農産工業(秩)と一体となり展開予定であり､成長
分野として大いに期待されております｡
特別講洗
今日の生殖医療の現状と問題点
沖津 摂 ･三宅 馨
三宅医院 ⅠVFセンター
人類史上初の体外受精児､ルイ-ズブラウンさ
んが英国で誕生したのは 1978年であり､既に 20
年以上が経過している｡この成功に励まされ生殖
医療は急速に発展 してきた｡今や日本でも体外精
を含むART(生殖補助技術)による妊娠例からの出
生児数は年間 1万人以上となった｡昨今のわが
国の少子高齢化杜会の中で､ARTによって誕生
した児の数は全出生児数の 1%を占めるまでに至
っている｡多くの先駆的医科学者たちの努力によ
り､不可能が可能となり､多 くの夢が現実となり
うる生殖革命ともいわれる時代となった｡
不妊症は ｢挙児を希望 し 2年以上健康な性生
活を営んでいるにも拘わらず妊娠しない状態｣と
定義されてお り､生殖年齢にある全夫婦の 1割
がこれに該当する｡その原因別の内訳は両側卵管
閉塞など女性側に起因するものが約 4割､乏精
子症など男性側に起因するものが 3割､残 りが
原因不明である｡当院不妊治療センター開設以来
の 7年間における妊娠例約 1300名を治療法別に
分析 した結果､70%がタイ ミング指導(排卵誘発
剤を含む)による妊娠で､11%が AIH(配偶者間人
工授精)､残 り19%がARTによる妊娠であった｡
生殖医療界における体外受精以来の大きな革命
といわれるのが､1992年の卵細胞質内精子注入
汰(ICSI)の登場である,今 日では､精液中に精子
が存在 しない場合でも精巣が造精機能を有してい
れば精巣上体(MESA)や精巣内 (TESE)精子を用
いた ICSIにより挙児が可能となった｡
このように ARTの進歩はそれまで挙児を諦め
ざるを得なかった夫婦に恩恵をもたらしてきたが､
その一方でいつの時代においても治療の限界が存
在するのも事実である｡また AID(非配偶者間人
工授精)､Eggdonation(卵子提供)､代理母出産
やクローン技術の人への応用などは ｢親子とは何
か?｣という問いを新たに投げかけている｡今後､
ARTの進歩とともに､子に恵まれることのなか
った夫婦や不妊を経験した上で子を得た夫婦､特
に代理母など倫理的問題点を含む治療により子を
得た夫婦などへの心理的および社会的支援制度の
必要性が唱えられている｡
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
理事会報告
平成 13年度第 2回理事会
平成 13年 11月 30日 (金)12時 10分から 12
時 30分までまきび会館橘 (研究会場､3階)で
開催された｡
①平成 13年度の研究会の活動 :研究会の開催
(第 41回研究会は 6月 22日､第 42回研究会は
本日の 11月 30日)､第 18号研究会報の発行 (9
月)､送付 (10月)､常務理事会の開催 (2回､4
月 5日､9月 18日)､理事会の開催 (2回､6月
22日､11月 30日),その他,創立 30周年記念
大会を迎えた静岡実験動物研究会に祝電を打った
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ことが報告された｡第 41回研究会は岡山県産業
振興財団の後援で㈱林原生物化学研究所 ･藤崎研
究所 (世話人:藤崎研究所長 栗本雅 司氏)で開
催 し､特別講演 1題 と一般講演 4題､研究所見
学会､懇親会が行われた｡第 42回研究会は岡山
産業振興財団の後援でまきび会館で開催 し､賛助
会員による講演 1題､特別講演 2題､懇親会が企
画 された｡
②平成 13年度(1月 1日か ら 11月 28日)の会
計収支中間報告 :収入の部として､前年度繰越金
629,110円､会費 24,000円､賛助会費 120,000円､
郵便貯金利子 97円とな り､収入総額は 773,207
円､一方､支出の部として､第 18号会報 Ⅰ印刷
費 149,887円､通信費 59,880円､第 41回研究
会補助費 50,000円､雑費 2,890円､支出総額は
262,657 円で､残高は 510,550円であった｡
③第 18号会報の発行 は 9月で､会員には 10
月に送付された｡79頁で､その内容はあいさつ､
記念講演要旨 1題､招待講演要旨 1題､特別講演
要旨4題､寄稿 2題､施設めぐり2題､追悼文､
講演 に基づ く広告､研究会だよ り､参考資料､会
見名簿､組織 ･会則であった｡
④平成 14年度の研究会の活動計画 :研究会の
開催 (第 43回研究会は来年 6月に重井医学研究
所で､一般講演 と特別講演を企画､第 44回研究
会 :創立 20周年記念大会は 11月下旬に公共施
設で､記念講演,特別講演 な どを企 画)､第 19
号研究会報の発行 (9月)､役月の選任 (10月)I
理事会の開催 (2回)､常務理事会の開催 (3回)
を予定 しているとの報告があった｡
⑤長期間の会費未納者の取扱いや研究会報の体
読 (英名など)について意見､要望が出された｡
※※※栄※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
平成 14年度第 1回理事会
平成 14年 6月 7日 (金)12時 30分から 13
時 10分まで重井医学研究所で開催された｡
①平成 13年度の研究会活動 :第 41回､第 42
回研究会､第 18号会報の発行 と会員への送付､
拡大常務理事会､理事会の開催 (各 2回)､静岡
実験動物研究会への祝電｡
②平成 14年度の活動計画 :研究会を 2B]開催｡
第 43回研究会は本 日 (6月 7日)垂井医学研究
所の内藤一郎先生のお世話で開催｡特別講演 1題､
賛助会員による講演 1題､一般講演 3題､懇親
会が企画された｡第 44回研究会は 11月下旬か
ら 12月上旬にかけて公共施設で開催予定｡記念
講演 ･招待講演 ･特別講演な ど 3題 を企画する｡
第 19号研究会報の発行 (9月予定)､拡大常務理
事会 (4月 23日､9月､10月の 3回予定)､理
事会 (6月 7日､第 44回研究会の 日の 2回)の
閑催B
③平成 13年度の会計収支決算報告 :収入の部
として､前年度繰越金 629,110円､会費 34,000
円､賛助会費 180,000 円､広告料 50,000円､
会報売上代 500円､寄付金 100,000円､定額貯
金利子 300円､郵便貯金利子 97円とな り､収入
総額は 994,007円､一方､支出の部 として､第 18
号会報印刷費 149,887円､通信費 59,880円,第
41回研究会謝金 30,000円､補助費 20,000円､
第 42回研究会謝金 60,000円､補助費 100,300
円､雑費 3,120円､支出総額は 423,187円で､
残高は 570,820円であった｡会計監査は 5月 28
日に監事の中永征太郎先生､河本泰生先生によっ
て行われた旨の報告があった｡
④第 19号会報の編集 ･発行 :6月原稿締切,9
月発行､50頁を予定｡内容は従来通 りあいさつ､
特別講演要旨､賛助会員による講演､寄稿 (3-4
編)､施設め ぐり (2編)､研究会だよ り､参考資
料､会員名簿､組織 ･会則 とする｡創立 20周年
記念に相応 しいように研究会だよ りに ｢岡山実験
動物研究会の 20年間のあゆみ｣ を掲載する｡ま
た､提案のあった研究会報の英名､英文の日次､
背文字については事務局で原案を検討することに
なった｡
⑤退会者の報告があった｡石井一宏氏 (京都大
学 ウイルス研究所)､三上博輝氏 (日本臓器製薬
㈱生物活性科学研究所)､広川満良民 (川崎医科
大学)､盛政忠 臣氏 (医療法人祥和会福 山脳血管
医学研究所)｡
